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情報機器を活用した国語科の授業
深谷中学校 （報告者）結城 容

（実践者）小林 義治

１．教材名 古人の心 「枕草子」

２．学習指導の目標

（１） 正確に読み、内容を理解することができる。

（２） 情趣を感じ取り、表現することができる。

（３） 古典に興味と関心を持ち、主体的な学習方法を理解することができる。

３．学習指導計画（３時間）

（１） 原文から内容を想像し、現代と共通する感性を感じとる。１時間（本時）

（２） 表現に即して内容を理解する。 １時間

（３） 「新・枕草子」を作成する。 １時間

４．本時の学習指導

（１） 目標

音声・速度に注意し、音読することができる。

原文と絵から内容を想像することができる。

（２） 展開

学 習 活 動 学 習 内 容 指導上の留意点

１ 作品を音読する ◎ 去年習った旧かな遣いを思い出しながら自 ◇学習プリント

分で読んでみる。

◎ 範読。読めない部分、まちがっていた部分

はプリントに書き込む。

◎ 各自で３回音読。 ◇大きな声で、

◎ 隣の人と交代で２回ずつ音読。 音読させたい。

◎ 少し離れた人と１回ずつ音読。

２ 学習方法を確認す ◎ コンピュ－タの電源を入れ、ソフトの使 ◇本時の生徒は

る。 用法、学習の仕方の説明を聞く。 好きな席に、好

きな子と座らし

原文を自分たちで口語訳する。 ている。

３ 想像力を働かして １、画面の絵と原文で口語訳する。 ◇あきらめてし

口語訳する。 まう生徒、使い

２、わからないところは相談する。 方のわからない

生徒を指導して
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いく。

３、ヒント画面を利用する。 ◇正しい答を出

（ヒント画面を使ったところは すことより、想

赤で記入する） 像することに重

点をおきたい。

◎ よい作品を発表する。 ◇ＯＨＣを利用

４ 友達同士で読み合 し視覚的にも訴

い、相互評価する。 えかける。

５．情報機器活用の意図・情報教育の視点

デジタルコンテンツ活用のねらい

生徒にとっての「古典」は、日本語ではあるが意味がわかりづらく、難しいものというイメ

ージがある。所々に付いている現代語訳や脚注をたよりに読み進めるのが精一杯で、その先に

ある作者や登場人物の心情までは届かない 言いかえれば よく指導の目標とする 興味 親。 、 「 」「

しみ」からかけはなれてしまっているのが現状である。そのような状況の中で、本コンテンツ

を作成した。視覚的に作品を捉えることで、内容理解を容易にし、古典に対する抵抗感を和ら

げ、興味・関心が引き出されることを期待したい。

実践のポイント

・多様な学習活動に対応できるコンテ

ンツの作成を目指した。

・作品のイメージを持たせることで、

作者の心情にせまりやすくした。

・本授業の他にも音読練習やＣＡＩ

（ドリル）等、発展教材としても活用

することもできるよう工夫した。

６．成果と課題

それぞれのメディアの特長を授業の中でうまく生かすことが必要である。例えば、プレゼンテ

ーションなどの視覚的な手段を用いて生徒の理解を助けることは大切であるが、読書や漢字ドリ

ルといったソフトや、図書館といったハードも活用しながら国語を理解する能力を育成すること

も大切である。

授業後「コンピュータを使った授業は大変わかりやすかった 「またやってみたい」という生」

。「 」 「 」 「 」徒の声が多かった 知識・技能 はもとより 意欲・思考力・表現力 を含めた 確かな学力

を身につけさせる上でも、デジタルコンテンツ等のＩＴを活用した授業は大変有効であると思わ

れる。今後も「わからない子」をなくすために、デジタルコンテンツ等の活用を進め、これによ

って子どもたちの個性や理解度に応じたきめ細かな授業 「魅力ある授業」が進められるよう研、

究を続けたい。


